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上記目標達成のために各種研修を企画・運営しています  
  のべ研修回数 のべ研修受講者数 

2019年度 約500 約6500 

2020年度 約400 約3700 

2021年度 約500 約3700 

京都大学医学部附属病院 看護部キャリアパス概念図 

実践Ⅰ 

実践Ⅱ 

実践Ⅲ 

実践Ⅳ 

認定・ 
専門看護師 
企画研修 

教育目標： 
 1.専門職業人としての自己の役割を認識し、臨床実践能力を 
  向上させることができる 
 2.主体的で論理的な実践のための研究に取り組み、臨床で 
  活用することができる 
 3.組織人としての自覚をもち、職務を遂行する能力を高める 

  充分な広さの会場で研修参加人数を調整し、講義聴講・シミュレーション教育・グループ 
  ワーク・発表など対面研修を実施しています。京大病院内外の講師による研修、他部門・ 
  他施設講師による研修等があります。 



実践Ⅰ研修（対象：新人看護師） 
 

１．看護技術研修 

   指導を受けながらOJTにつなげる基本的な知識と技術を習得していきます。 

   実際の物品を見て触って、安全に実施できることを目指します。  
 

 

 

 

 

 

２．シミュレーション研修 

  報告・連絡・相談や多重課題の場面を想定し、問題解決思考を養います。 

  模擬事例を用いて急変時の適切な初期対応を習得します。 
 

 

ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 



実践Ⅰ研修（対象：新人看護師） 
 

３．看護過程研修 
   模擬事例を活用して情報収集・情報整理・看護診断の 

  プロセスを展開し標準看護計画立案の 
  思考過程を習得します。 

 
４．自己評価交流会／リフレッシュ研修 
    他者と意見交換する中で自己の看護を振り返り、 
  今後の課題を明確にします。  

    仲間と交流し、リフレッシュすることで明日への活力 

    につなげます。  
 
５．新人看護職員面談 
  教育専任スタッフとの面談で、働くなかでの困り事などを支援しています。 

ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 



  実践Ⅱ研修（対象：臨床経験2年目看護師） 
 

１．メンバーシップ研修 

  eラーニングシステムで「医療安全のためのコミュニケーション力」の手法を学び、  

  チームメンバーとして必要なコミュニケーション技術の習得を目指します。 

  良いチームワークを形成する能力を養います。 
   

２．リフレクション研修 

     内省の技術である「認知の4点セット」を学び、自己を内省し、専門職業人としての 

  成長につなげる力を養います。自己の内省から、自己の看護観を見つめ明文化し 

  発表します。また、他者との討論を通じて自己の看護観を養います。 

 



  実践Ⅱ研修（対象：臨床経験2年目看護師） 
 

３．シミュレーション研修 

  模擬事例を使用して症状の把握や異常の早期発見につながる 

  フィジカルアセスメント能力を養います。系統立てた情報収集や 

  症状アセスメントと対応できる能力の習得を目指します。 

 
 

 

   
ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 



実践Ⅲ研修（対象：臨床経験3年目看護師） 
 

1．リーダーシップ研修 

   リーダーシップを発揮するために必要な能力を養います。 

   講義を受講し、グループディスカッションを行います。 

  

2．臨床倫理研修 

  臨床に潜む倫理的問題に気付き、その問題解決について 

  学びます。 

  講義を受講し、倫理的課題について検討します。 

 

ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 

ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 



実践Ⅲ研修（対象：臨床経験3年目看護師） 
 

3．看護理論と実践の統合研修 

   自らの看護を客観的に振り返り、看護理論と 

   実践の統合を行ないます。 

   事例検討に取り組み、自己の看護観を 

   言語化し明確にしていきます。 

   発表会の様子をライブ配信し、より多くの方に 

   成果を観てもらいました。 

ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 



  実践Ⅳ研修（対象：臨床経験4年目看護師） 
 

1．OMP研修（1分間指導法） 

   指導者の役割を理解し、指導に必要な知識・ 技術・態度を培います。 

   ロールプレイを展開し、実践的なスキルを習得します。    

 

ソーシャルディスタンス・感染防止対策を実施しながら研修をしています 



  実践Ⅳ研修（対象：臨床経験4年目看護師） 
 

2．在宅療養支援研修 

   患者さんの在宅療養支援に係る関連機関の連携や多職種協働ならびに 

      継続看護について学びます。また他職種による講義や模擬事例の展開を 

   通して、在宅療養支援のマネジメントに必要な知識を習得します。 

    



看護師が行う静脈注射･輸液管理
に関するプログラムです。レベルに応
じた段階的な業務と看護師の教

育･認定制度を設けています。 
 

言葉や習慣が異なる外国の方も安
心して治療が受けられるよう、勤務
時間外で英会話講座を開催してい
ます。研修を修了した看護師は、外
国人患者さんの対応などを行います。 

  

IVナース認定 
プログラム 

Ask Me! ナース 
養成研修 

Ask Me！ナースバッジ 


